
◆解説◆

◆当院の実績◆

◆定義◆

◆自己点検評価◆

裂孔原性網膜剥離が入院主病名の患者の在院日数の和(分子)をその入院患者数(分母)で除したもの

裂孔原性網膜剥離の治療の大原則は、網膜裂孔の閉鎖（裂孔閉鎖）です。
在院日数が短いことは再剥離や術後合併症が少ないことを意味し、良い視力予後に寄与すると考えます。

網膜剥離治療の在院日数は、こちらで予測していたく
らいの数値であり、2019年、2020年度と変わりない
ことからも、このまま継続していければと考えています。
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